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桑
名
市
文
化
協
会

こ
の
度
は
か
ら
ず
も
本
会
の
会
長
と

い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

私
自
身
高
齢
で
あ
り
、
ま

た
こ
れ
と
い

っ

た
芸
術
分
野
を
持
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ま
り
適
任
で
は

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
加
藤
前

会
長
の
ご
指
導
や
、
役
員
・
会
員
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
、
非
力

な
が
ら
職
務
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

決
心
を
い
た
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
住
む
桑
名
に
は
、
皆
さ
ん

方
の
よ
う
に
演
奏
や
上
演
を
通
じ
て
、
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会
長

水

正

.，、、

Eコ

ま
た
作
品
を
創
作
し
て
文
化
活
動
に
取

り
組
む
人
た
ち
が
お
ら
れ
ま
す

。

ま
た

そ
の
舞
台
や
作
品
を
鑑
賞
し
て
楽
し
ん

で
く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら

に
労
力
や
経
済
面
で
援
助
し
て
く
だ
さ

る
方
々
も
お
ら
れ
ま
す

。

文
化
の
イ
ベ

ン
ト
は
こ
の

三
種
の
人
々
が
一
つ
に
結

び
つ
い
て
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
り
盛

り
上
が
り
、
成
功
し
て
地
域
全
体
を
元

気
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す

。

こ
の
歴
史
と
伝
統
文
化
に
恵
ま
れ
た

桑
名
の
特
色
を
活
か
し
、
新
し
い
ジ
ャ

ン
ル
の
活
動
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、

一
層
の
向
上
と
発
展
が
で
き
ま
す
よ
う

に
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

今
年
5

月
の
総
会
で
承
認
頂
き
副
会

長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
事
に
成
り
ま
し

た
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
桑
名
市

文
化
協
会
の
よ
り

一
層
の
発
展
の
為
に

尽
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
水
谷
会
長
の
新
体
制
の
も
と
、

森
副
会
長
に
代
わ
り
広
報
委
員
会
を
担

当
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

「
桑
名
文

協
」
第
初
号
を
9

月
中
旬
発
行
予
定
で

第
1

回
の
広
報
委
員
会
を
7

月
お
日
に

開
催
し
、
平
成
幻
年
度
の
各
部
門
委
員

に
出
席
頂
き
、
初
顔
合
わ
せ
と
共
に
原

稿
内
容
に
つ
い
て
は
協
議
し
ま
し
た

。

原
稿
内
容
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な

意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
会
員
、
市

桑
名
市
文
化
協
会

• 

副
会
長

中

雅

山

民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
「
桑
名

文
協
L
が
発
行
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は
各
団
体
の

活
動
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
観
点

か
ら
も
原
稿
投
稿
を
し
て
頂
き
ま
す
様

お
願
い
し
ま
す
。

舗師凶 • 
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18圃
プログラム

2009/10/4(日)
16時~20時30分

(受付19時45分まで)

2009/10/4(日)
12時~15時

2009/10/18(日)
15時 (開場 14時30分)

2009/10/3 l(土)
14時 (開場13時30分)

月見茶会
桑名市民会館 3階
デッキテラス・大会議室

JCブラザーズ
AUTUMNライブ

くわなメディアライヴ
多目的ホール

シャンテ・クレール
第21 回演奏会

桑名市民会館大ホール

第 10回演奏会
~マンドリンで綴る うつくし札らべ

日本と世界の美調~

大山田コミュ二ティプラザ

( 2 ) 

9/26(士)
18時30分(1 8時間場)

10パ 7(土)~10/18(回
17日囲碁大会108寺30分~18時

水石展9時~ 1 7時
1 8日将棋大会10時30分~18時

水石展9時~ 1 5時

10/3 l(士)
10時30分~12時
( 10時開場)

10/3 l(土)~ 11/1 旧)
10月 31 日 9時~ 17時
11 月 1 日 9時~15時

11 /1 旧)
9時20分~17時

(9時開場)

11/2(月)~ 11/3(火・祝)
10時~16時

11/3(火・祝)
10時~15時30分

11/S(日)
13時~ 17時

( 12時30分間場)

11 /14(土)~ 11/15(回
14日 13時~15時
15日 9時~ 16時30分

11 /15(日)
13時30分~17時
( 13時間場)

11/19休)~22(回

19日 12時~17時
20 ・ 21 日 9時~17時

22日 9時~16時

11 /2 l(土)~22(日)
21 日 13時~16時
( 12時間場)

22日 10時~16時
(9時間場)

11/22(日)
11 時~15時

( 201開発行

演劇「伊勢湾台風 9月26日
-50年のJ\トン-J

桑名市民会館 大ホール

趣昧教養祭
くわ芯メディアライヴ

多目的ホール

くわコレ2009
桑名市民会館 2階小ホール

趣昧教養祭
桑名市民会館 1 階展示室

吟剣詩舞道の祭典
桑名市民会館大ホール

華道展
桑名市民会館 1 階展示室

3階大会議室

茶道
六華苑 ーの閏・芝生庭園
桑名市民会館 3階和室

音楽のフルコース
大山田コミュニティプラザ

小倉百人一首かるた競技
六筆苑ーの閏

Fantasticステージ
rCB ,MB ,JoJ 

桑名市民会館大ホール

美術部門展
くわ芯メディアライヴ

多目的ホール

芸能の祭典
桑名市民会館大ホール

食文化と芸能の交流
多度公民館

文協文芸
各公民館・センターに設置



a
w
a
w
市
民
芸
術
文
化
祭
へ
の
お
誘
い
A
W
A
W

演
劇『

伊
努
湾
台
風
?
目
u
a目

ー
初
年a
M
Hト
〉
』

由
佳

劇
団
す
が
お
)

演
劇
部
門
は
市
民

会
館
大
ホ
l

ル
に
て
『
伊

勢
湾
台
風

9

月
初
日

日
年
の
バ
ト
ン
』
を

上
演
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
伊
勢
湾
台

風
か
ら
印
年
が
経
っ
た

節
目
の
年
で
す
。

昭
和

M
年
9

月
初
日
に
東
海

地
方
を
襲
っ
た
こ
の
台
風
日
号
は
強
風
や
河
川
の

氾
濫
を
起
こ
し
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た

。

桑

名
市
で
も
死
者
が
1

0
0
0

人
を
超
え
、
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

各
地
で
伊
勢
湾
台
風
に
関

す
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が、

私
た
ち
も
今

回
伊
勢
湾
台
風
を
扱

っ
た
舞
台
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

伊
勢
湾
台
風
当
日

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

現
代
の
若
者
達
が
、
台

風
直
撃
の
当
日

の
様
子

を
目
の
当
た
り
に
し
ま

す
。

昭
和
M
年
の
若
者

達
と
の
交
流
を
通
じ
必

死
に
生
き
よ
う
と
す
る

姿
を
見
て
彼
ら
は
何
を

思
う
の
か
。

伊
勢
湾
台

風
を
知
ら
な
い
若
者
達

の
視
点
も
加
、
ぇ
お
話
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。

演
劇
を
通
じ
伊
勢
湾
台
風
直
後
の
大
変
な
状

況
か
ら
復
興
に
向
け
前
向
き
に
取
り
組
ま
れ
た
方
々

の
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に

、

二
度
と
こ
の
災

害
の
悲
劇
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
改
め
て
防
災
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

面
町
E
E
E
E町
E
E
劃
，
.
，.
E
E劃
E
E
E
E町
島
国va劃
E
E
E
E町
E
E劃
即

吟
創
詩
舞
道
の
祭
典

芸
能
E

部
門

尾
崎

三
千
男

詩
吟
・
剣
舞
・
詩
舞
を
愛
好
す
る
仲
間
が

一堂

に
会
し
て
、
市
民
会
館
大
ホ
l

ル
で
、
十

一月
一日

の
日

曜
日
に
「
吟
剣
詩
舞
道
の
祭
典
」
を
開
催
し

ま
す
。仲

間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
祭
典
に
照準
を

合
わ
せ
て
、
凱
お
こ
も
っ
た
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
特
別
企
画
と
し
て
、
吟
道
関
心
流

で
は
、
「
楠
公
父
子

・

棲
井
の
別
れ
」
と
題
し
た

構
成
吟
を
発
表
し
ま
す

。

時
は
南
北
朝
時
代

。

南
朝
の
忠
臣
と
し
て
歴
史
に
名
を
残
し
て
い
る
楠

木
正
成

・

正
行
の
忠
節
と
悲
哀
を
詩
吟
だ
け
で
な

く
剣
舞
、
詩
舞
な
ど
も
交
え
て
発
表
し
ま
す
。

岳
風
流
桑
名
吟
道
会
で
は
、
「
吟
聖
木
村
岳

風
」
と
題
し
て
構
成
吟
を
発
表
し
ま
す
。

岳
風

流
の
祖
で
あ
る
木
村
岳
風
先
生
は
数
多
く
の
名
詩

を
残
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
心
に
浸
み
る
詩

を
選
ん
で
書
道
吟
や
舞
と
共
に
発
表
し
ま
す
。

今
、
私
た
ち
の
悩
み
は
、
会
員
の
高
齢
化
と
減

少
で
あ
り
ま
す
。

伝
統
芸
能
の
継
承
を
如
何
に
進

め
る
か
で
す
。

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
是

非
一度
足
を
運
び
、
出

演
者
の
爽
や
か
な
緊
張
感

を
漂
わ
せ
て
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
ご
覧
に
な

り
、

仲
間
に
な

っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
節
に
願
っ
て

い
ま
す
。

洋
舞
の
祭
典

芸
能
E
部
門

金
田

枝
里
香

現
在
、
芸
能
血
部
門
は
(
伊
藤
好
子
ダ
ン
シ
ン

グ
ス
テ
ッ
プ
、
武
者
真
理
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
、
フ
ラ
メ

ン
コ

・

ル
ナ
、
フ
イ

・

フ
ラ
・
オ

・

レ
イ
ア
ロ
ハ
、
金

田
枝
里
香
バ
レ
エ
教
室
、
ラ
ブ
リ
l

フ
ラ
)
六
団
体

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
は
昨
年
よ
り
、
文
化
協
会
に

加
入
さ
せ
て
頂
き
、
秋
の
芸
術
文
化
祭
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
皆
さ
ん
と

の
舞
台
か
ら
私
も
生
徒
た
ち
も
沢
山
得
る
も
の
が

有
り
、
成
長
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
八
月
三
十
日

に
は
、
市
民
会
館
リ
一
一
ュ
l

ア
ル
二
周
年
記
念
、
ま

た
秋
に
は
第
十
八
回
芸
術
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、

第
E
部
門
は
十
一
月
十
五
日

に
参
加
し
ま
す
。

全

て
が
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
積

み
重
ね
だ
っ
た
り
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
新
た
に
挑

戦
し
た
り
と
始
め
る
時
期
は
違
っ
て
も
、
そ
れ
に

対
す
る
熱
意
は
皆

一緒
だ
と
思
い
ま
す
。

日
々
の
稽

古
の
成
果
を
発
表
す
る
場
を
多
く
頂
き
、
本
当
に

幸
せ
で
益
々
会
員
一
同
が
、

稽
古
に
日
々
励
ん
で
い

ま
す
。

今
の
世
界
情
勢
は

不
景
気

一色
で
一
番
に

削
除
さ
れ
が
ち
な
芸

術
に
理
解
を
下
さ
る

会
員
さ
ん
と
、
観
に
お

越
し
下
さ
る
お
客
様

が
楽
し
い
時
を
過
ご
せ

る
様
、
情
操
を
高
め

る
舞
台
創
り
に
努
力

し
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

寿
ぐ
『
新
春
六
華
苑
祭
』

六
華
苑
祭
担
当

副
会
長
荒
木

敏

新
春
六
華

苑
祭
は
6

回
目

を
迎
え
ま
す

。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

固
の
重
要
文
化

財
で
あ
る

「
六

華
苑
」
を
会
場

と
し
て
、
文
化

協
会
会
員
の
協

力
に
よ
り
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

例
年
、
秋
に
は
、
文
化
協
会
加
盟
団
体
各
部

門
の
展
示
・
舞
台
発
表
が
、
桑
名
市
民
会
館
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
、
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
、
六
華
苑
で

開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
好
評
を
得

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

六
華
苑
祭
は
、
加
盟
国
体
の
有
志
が

一堂
に
会

し
、

2

日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
ま
す

。

例
年
で

す
と
、
和
館

一の
問
で
は
、
芸
能
I

部
門
の
日
本

舞
踊
・
筆
曲
・
民
謡

・

雅
楽
等
を
ご
披
露
し
、

洋
館
一
階
ホ
l

ル
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ま
た
、
音

楽
の
祭
典
と
し
て
マ
ン
ド
リ
ン
・
フ
ル
ー
ト
等
の
演

奏
を
行
い
ま
す
。

番
蔵
棟
で
は

、

日
本
画
・
洋
画

・

写
真

・

陶
芸
等
の
展
示
を
、
離
れ
屋
で
は
、
お
茶

会
を

、

ま
た
、
芝
生
会
場
で
は
、
元
気
な
子
ど
も

の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

3
0
0

名
の
会
員
の
協
力
の
も
と
開
催
す
る
事
業
で
あ
り
、

文
化
協
会
の
重
要
な
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
6

回
新
春
六
華
苑
祭
は
、
平

成
辺
年
1

月

刊
日
・
打
日

の
2

日
間
で
開
催
し
ま
す
。
新
春
を

寿
ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
明
る
く
楽
し
い
内
容
を
計

画
し
ま
す
。

ご
来
苑
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

文

(3 ) 



平
成
引
年
度

桑
名
市
文
化
協
会
育
成
補
助
金
助
成
事
業
一
覧

名 賀装ヰ'-'- 桑 フ ぐ 最リ ベ〉フノ

名 フ る 団 度 団
5% 欧 メ つ す 雅楽
ぷ楽2入 言支 語

奏 ン 13, 力1 体
楽 コ 雑 おにコ ヱエ

奏 団 j レ 倉IJ 名
団

百日 て戸院ム千" 
ナ

塁走 装 ラ名~ フ 第 慶リ 桑
名 賀 τメフ 28 団 名

弦楽 =、与一 奏吹 ン 回 す /¥ 
も コ が 華苑d色、

(の 楽 ぐ おロ )'( 
奏 新小笠 学院蓄 団

u 匡
る 第

団 つ 77 春 事
第

L1 手Z 
13, 回 の

第 3回6 倉雑IJ 公 舞楽A- 業24 原ごノJ:zIxL 主主主 7員
名回 模 λ~ヒ‘『 展 ヱミ

rλ-と』ーτ

擬弘小婚士口 真月 ル支
期 7寅 2 
演奏 奏A- 周 コ
式 = 年長d合、 、-ノ

ヱ玄 念記 卜

2/ 1 2/ 1 2/ 1 2/ 1 2/ 1 2/ 1 2/ 1 

/ 12 / 12 / 10 8 8 7 5 開
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」
の
中
の
3

部
門
の
方
々
に
活
動
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

桑
名
六
華
苑
春
A
W舞
楽
会

芸
能
I

部
門

田
中

タ二 1 ., 
長t 'ﾌﾄ 
雅

2 緑

晴
天
に
恵
ま
れ
た
池
泉
回
遊
式
庭
園
の
新
緑

を
背
景
に
し
た
春
の
舞
台
は
、
日
本
の
楽
園
そ

の
も
の
で
す
。

「
文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
」
文
化
庁

支
援
事
業
と
し
て
、
復
興
し
た
童
舞
(
わ
ら
べ

ま
い
)
な
ど
、
全
8

曲
を
2

日
間
上
演
し
ま
し

た
。

本
年
は
、
天
皇
陛
下
即
位

2
0

年
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
金
婚
式
の
年
に
あ
た
り
、
皇
室
を

祝
賀
す
る
舞
曲
で
あ
る

「地
久
」
(
ち
き
ゅ
う
)

を
当
会
で
は
初
め
て

上
演
し
ま
し
た
。

多
度
町
の
文
化
団
体
か
ら
桑
名
市
文
化
協
会

に
加
入
し
て
早

5

年
、

会
員
の
技
量
も
充
実
し

て
き
ま
し
た

。

同
協
会
育
成
補
助
金
を
も
っ
て
、
今
回
は
高

麗
楽
(
こ
ま
が
く
)
に
、
楽
琵
琶
、
楽
竿
が
加

わ
り
ま
し
た

。

ま
た
、
多
度
雅
楽
育
成
会
と
し
て
、
市
内
外

の
多
く
の
方
々
に
御
支
援
い
た
だ
き
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

鳳
笠
、
箪
十
築
に
笛
な
ど
の
楽
器
に
よ
る
音
と

と
も
に
、
面
、
装
束
の
美
を
楽
し
む
舞
楽
会
は
、

華
や
か
で
、
若
者
に
も
親
し
み
ゃ
す
く
、
幅
広

い
世
代
が
参
加
し

て
い
ま
す

。

歴
史

文
化
都
市
「
桑
名
」

の
六
華
苑
を
背
景

に
し
た
音
と
舞
の

芸
術
と
し
て
継
承

発
展
し
つ
つ
、
今

後
も
全
国
に
発
信

し
て
い
き
ま
す

。

• 
功

メ
ン
ヂ
ル
ス
ゾ
l

ン
生
誕
ニ
百
年

財
恋
神

• 
• 

十
二
月
二
十
日
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

a
v桑
名
弦
楽
合
奏
団
第
二
十
四
固
定
期
演
奏
会
.
 

.:�. 

植暴
音E

~ 村門
名

楽

章 勉

こ
の
度
は
文
化
協
会
の
お
力
を
得
て
開
催
で

き
ま
す
事
を
、
と
て
も
心
強
く
存
じ
ま
す

。

厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

さ
て
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

l

ン
以
前
の
演
奏
会

で
は
、
そ
の
日
の
為
に
作
曲
さ
れ
た
演
目
が
殆

ど
で
し
た
。

彼
は
バ
ッ
ハ
等
の
古
い
時
代
の
曲

を
多
く
再
演
し
娃
ら
せ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

自
由
で
独
自
の
表
現
を
競
う
よ
う
な
「
ク
ラ
シ

ァ
ク
音
楽
」
と
い
う
今
日
の
分
野
を
つ
く
っ
た

の
で
し
た
。

指
揮
者
と
し
て
も
活
躍
し
、
で
出
し
の

合
図

や
拍
子
を
と
る
程
度
の
役
割
か
ら
、
音
楽
表
現

を
身
体
で
指
示
す
る
重
要
な
位
置
づ
け
に
発
展

さ
せ
ま
し
た
。

編
成
も
叩
l

m
名
程
度
で
あ
っ
た
も
の
を
、

日
名
ぐ
ら
い
に

発
展
さ

せ
て
表
現
の
幅
を
豊
か

に
し
ま
し
た

。

そ
し
て

楽
団
員
の
給
与
を
上
げ
、

年
金
や
各
種
保
険
制
度

を
整
備
し
て
演
奏
レ
ベ

ル
を
飛
躍
的
に
上
げ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
尽
き

な
い
話
で
案
内
し
な
が

ら
彼
の
魅
力
に
迫
り
ま

す
。
是
非
、
御
運
び
く

だ
さ
い
。

新
小
笠
原
流
模
擬
結
婚
式

蚕 趣

? 高装
あ 養
言 村部
長 門

雲 た
言 ま
事 ゑ

平
成
二
十

一
年
十
二
月
六
日
(
日

)
桑
名
市

民
会
館
小
ホ
l

ル
に
て
「
新
小
笠
原
流
模
擬
結

婚
式
」
を
、
二
反
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
準

備
致
し
て
お
り
ま
す

。

室
町
時
代
よ
り
伝
わ
る
由
緒
正
し
い
三
献
の

儀
を
基
本
と
し
た
古
く
て
新
し
い
結
婚
式
で
す

。

五
つ
の
「
儀
」
で
進
行
す
る
厳
か
で
わ
か
り

や
す
い
ス
タ
イ
ル
が
新
鮮
で
す

。

尚
、
花
嫁
モ

デ
ル
は
、
東
海
地
区
代
表
ミ
ス
き
も
の
の
方
を

お
願
い
し
ま
し
た

。

美
し
い
モ
デ
ル
さ
ん
に

美

し
い
き
つ
け
、
そ
の
上
、
礼
法
に
基
づ
い
た
美

し
い
立
居
振
舞
い
は
、
お
子
様
、
お
孫
さ
ん
に

も
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
心
よ
り
お
さ
そ
い

申
し
上
げ
ま
す
。

又
当
日
き
つ
け
舞
と
振
袖
の

帯
結
び
を
舞
台
で
8

種
程
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

込晶画J

臼分で選べるンンプルて酔オーセンティ yクな挙式スタイルのこ'!M~

入場整理券ご入用の方は

0594-21-3203まで

( 4 ) 



文
化
協
会
会
員
の
山
本
翠
松
さ
ん
が
、

伝
統
漆
工
芸
の
優
れ
た
功
績
を
認
め
ら
れ
、

平
成
初
年
度
の
三
重
県
文
化
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

美

山富
本門

翠

松

こ
の
度
三
重
県
文
化
賞
奨
励

賞
を
賜
り

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す

。

私
は
塗
師
の

家
系
に
生
ま
れ
国
の
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
も
あ
る
石
取
祭

車
の
漆
塗
り
を
代
々
手
が
け
て
お
り
、
父

で
あ
る
先
代
に
そ
の
技
術
を
学
び
、
祭
車

の
復
元
技
術
の
継
承
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

又
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
日
本
伝
統
漆

芸
展
な
ど
の
公

募
展
な
ど
に
も
、
入
選
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た

。

更
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
事
は
、
茶

道
で
ご
ざ
い
ま
す
。

茶
道
具
を
製
作
す
る

に
あ
た
り
、
と
て
も
奥
が
深
く
、
漆
芸
の

世
界
と
共
に
、
茶
道
の
心
得
も
学
び
続
け

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

。

四
月
に
は
、
地
元
で
初
の
桑
名
盆
展
を

開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

。

桑
名
市
民
の
皆
様
始
め
多
く
の
方
々
に

お
越
し
頂
き
深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
変
わ
り
塗
り
の
技

術
を
桑
名
盆
や
茶
道

具
を
中
心
に
現
代
に

生
か
し
正
し
い
技
術
を
後
世
に
残
す
よ
う

心
が
け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

。

こ
の
表
彰
を
頂
き
ま
し
た
事
は
、
私
に

と
り
ま
し
て
心
機

一
転
の
節
目

で
も
あ
り

大
き
な
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た

。

感
謝

の
念
で

一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら

も
桑
名
の
文

化
振
興
の
向
上
発
展
に
寄
与

し
精

一
杯
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

今
後
共
、
ご
指
導
ご
鞭
捷
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

a・司

、圃

茶
華
香
道
部
門

水
谷
清
彦

(
竹
真
流
)

桑
名
で
花
道
の
流
祖
が
い
た
こ
と
、
皆

さ
ん
ご
存
じ
だ
ろ
う
か

。

そ
れ
は
竹
真
流

と

言
い
ま
す
。

時
代
は
幕
末
で
、
伝
馬
町

の
寿
量
寺
住
職
で
則
武
日
亮
と
言
い
ま
す

。

花
形
も
他
の
流
儀
と
異
な
り
ま
す
が
、
古

風
的
な
と
こ
ろ
も
有
り
ま
す
が
、
時
代
に

合
っ
た
花
も
研
究
さ
れ
、
現
代
ま
で
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た

。
当

時
代
は
習
い
事

が
盛
ん
で
、
男
女
と
も
に
多
く
の

門
人
が

育
ち
ま
し
た

。

明
治
維
新
又
戦
災
と
一
時

途
絶
え
ま
し
た
が
、
終
戦
の
混
乱
時
代
に

会
員
を
統
一
し
再
復
活
し
、
花
も
行
動
派

的
な
自
由
花
も
取
り
入
れ
現
在
に
い
た

っ

て
い
ま
す
。

桑
名
市
文
化
協
会
員
と
し
て
、

文
化
祭
、
月
釜
華
道
展
又
、
春
季
と
秋
季

の
花
展
又
、
名
古
屋
三
越
花
展
と
活
動
し
、

竹
真
流
を
引
き
つ
い
で
い
ま
す

。
桑
名
に

も
多
く
の
丈
人
が
い
ま
す
が
、
花
道
に
も

い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す

。
一
度
竹
真
流

花
展
に
参
観
し
て
、
見
て

下
さ
い
。

( 5 ) 

今
年
度
の
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
原
画
に
は
、

市
内
在
住
の
大
〈
合
典子
さ
ん
が
市
長
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
大
〈
〈
口
さ
ん
の
作
品
は
、

水
と
緑
と
歴
史
の
街
・
桑
名
の
四
季
を
感

じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

佳
作
に
は
、
市
内
の
山
川
慧
大
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た

。

8

月
5

日
(
水
)
に
表
彰
式
を
行
い
、
教

育
長
と
水
(
〈
口
会
長
、
今
村
副
会
長
に
表
彰

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

響援問嘗獲誠実饗開予ド
(9月 1 日現在)

l個人・4団体の方々が入会されました。

O 伊藤美樹 (音楽・クラリネット )
0 ハッピー(芸能 I ・大正琴)
代表蛭川理都子

O ラブリーフラ (芸能E・ハワイアンフラダンス)

代表水谷巴美
O 演劇集団Cブレンド(演劇)
代表相原千景

O ハンズ大森(趣味教養・手芸)
代表大森妙子



お
シ
リ
ー
ズ
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急電
量若手」
"'S ~れ

哩b

守む

社
会
文
化
部
門

大
河
内
浩(

個
人
会
員
)

本
号
よ
り
桑
名
の
地
名
に
ま
つ
わ
る

色
々
な
お
話
し
を
し
て
、
誼
蓄
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
初
め
、
慶
長
年
間
に
城

下
町
と
し
て
桑
名
の
町
割
り
が
さ
れ
る

以
前
、
こ
の
あ
た
り
は
大
山
田
川
や
員

弁
川
(
町
屋
川
)
が
流
れ
込
ん
で
、
三

つ
の
洲
に
わ
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す

。

お
の

こ

ろ
す
ざ
さ
か

ら

す
ぎ
き
あ
わ

北
か
ら
順
に
白
凝
洲
崎
・
烏
洲
崎
・
泡

す
ぎ
き
洲
崎
と
呼
ば
れ
、
現
在
も
新
町
に
泡
洲

崎
八
幡
神
社
と
い
う
神
社
が
あ
り
ま
す。

江
戸
時
代
中
期
に
編
纂
さ
れ
た

「久
波

奈
名
所
園
曾
」
も
、
上
巻
は
自
凝
洲
崎
、

中
巻
は
烏
洲
崎
、
下
巻
は
泡
洲
崎
と
い

う
分
類
で
、
そ
の
中
に
は
「
元
亀
・
天

正
以
前
の
古
図
」
と
し
て
、
桑
名
城
下

市
街
地
あ
た
り
が
往

年
は
三
つ
の

洲
崎

で
あ
っ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

三
崎
は
桑
名
の
古
地
名
と
言
え
ま
す

が
、
そ
の
名
を
今
に
伝
え
る
町
名
と
し

み
さ
き
ど
お
り

て
、
三
一
崎
通
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。

東
海
道
か
ら
わ
か
れ
て
美
濃
街
道

へ
向
か
う
と
こ
ろ
の
町
内
で
、
明
治
中

期
ま
で
は
、
さ
ら
に

コ
一
つ
に
わ
か
れ
て

石
取
祭
車
ゴ
一
台
を
持
ち
、
大
正
時
代
に

は
三
崎
通
商
工
会
を
形
成
す
る
な
ど
、

春
日
神
社
か
ら
も
財
力
の
あ
る
町
内
と

さ
れ
て
い
ま
し
た

。

桑
名
市
街
の
年
中

行
事
な
ど
で
常
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

担
っ
て
き
た
町
内
で
、
町
内
所
有
の
能

面
は
後
期
桑
名
祭
(
二
輔
の
楼
車
が
戦

災
で
消
失
し
て
現
在
は
式
典
の
み
)
に

使
わ
れ
た
も
の
で
、
市
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

…苦7
43賛
鵬
仏い
た
だ
い
7
L酬
の
り
ま
すム

ジ特
別
芸
員
の
皆
蔽

(
五
十
音
順
)

9

月
1

日
現
在

日

日

医
療
法
人
誠
会
山
崎
病
院
様

…

い

お
菓
子
処
「
和
」
様

日

…
力
ネ
ソ
ウ
株
式
会
社
様

H

H

株
式
会
社
ケ
イ
デ
イ
|
エ
ン
ジ
ニ
ア
様

川

口

株
式
会
社
山
主
鉄
士
所
様

…

日

株
式
会
社
東
和
様

U

…
株
式
会
社
水
谷
精
機
工
作
所
様

h

H

株
式
会
社
レ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
桑
名
様

H

H

桑
名
信
用
金
庫
様

…

日

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
三
重
県
桑
名
支
部
様
日

…
山
水
園
様

H

H

辻
内
鋳
物
鉄
工
株
式
会
社
様

日

日

兎
月
堂
様

…

日

内
藤
株
式
会
社
様

日

…
花
新
江
場
中
店
様

H

H

花
乃
舎
様

日

日

光
精
工
株
式
会
社
様

…

日

フ
ジ
タ
電
業
株
式
会
社
様

日

…
二
一
重
精
機
株
式
会
社
様

日

日

森
田
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様

H

H

有
限
会
社
茶
茂
様

…

日
頃
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、…

深
く
お
礼
申
し
上
げ
げ
ま
す
。

利
一国
出
国

『
城
下
町
く
わ
な
』
は
不
幸
に
し
て

戦
え
を
浴
び
た
。
し
か
し
先
人
の
努
刀

で
町
の
た
た
ず
ま
い
を
取
り
戻
し
ず
内

を
歩
け
ば
随
所
で
文
化
の
香
り
を
見
せ
る

。

く
わ
な
は
す
く
か
ら
詩
歌
、
柔
術
、

芸
能
な
ど
の
方
野
に
え
人
は
え
ぎ
な
足

跡
を
残
す

。

私
た
ぢ
は
こ
れ
ら
を
次
代
へ
継
承
し

な
く
て
は
な
ら
な
い

。

「
桑
名
文
協
」
は
お
号
を
発
行
、
市

民
と
の
パ
イ
プ
の
設
割
を
黒
た
し
、
元

年
の
合
併
に
よ
り
そ
の
パ
イ
プ
は
多
度
、

長
島
へ
な
ぷ

。

私
た
ぢ
は
南
町
に
眠
る

文
化
を
掘
り
起
こ
し
文
協
へ
の
参
加
を

う
な
が
し
て
い
く
べ
き
と
思
う

。

そ
の
力
と
継
承
の
力
を
ゆ
る
め
で
は

な
ら
な
い

。

広
報
担
当
副
会
長

委
員
文
学
部
門

美
術
部
門

音
楽
部
門

芸
能
I

部
門

芸
能
E

部
門

芸
能
田
部
門

演
劇
部
門

社
会
文
化
部
門

茶
華
香
道
部
門

趣
味
教
養
部
門

(
木
原
広
之
)

中
山
雅
幸

木
原
広
志

近
藤
光
治

岡
村
理
恵

渡
違
法
子

尾
崎
三
千
男

金
田
枝
里
香

今
枝
由
佳

大
河
内
浩

白
木
宗
弘

加
藤
誠

( 6 ) 


